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【
は
じ
め
に
】

　
令
和
３
年
度
に
、
県
内
の
２
漁
協
か
ら
湯
通
し
塩
蔵

ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
（
以
下
、
塩
蔵
海
藻
と
記
載
）
の
葉

体
表
面
に
付
着
し
た
薄
茶
色
の
カ
ビ
様
微
生
物
に
関
す

る
相
談
が
３
件
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
同
様
の

報
告
事
例
等
は
見
ら
れ
ず
、
微
生
物
の
種
類
や
性
状
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
１
、
表
１
）。
そ
こ
で
、

利
用
加
工
部
で
は
東
京
海
洋
大
学
学
術
研
究
院
海
洋
生

物
資
源
学
部
門
の
小
林
武
志
教
授
と
寺
原
猛
准
教
授
に

協
力
い
た
だ
き
、
共
同
研
究
と
し
て
、
本
微
生
物
の
種

類
の
同
定
と
性
状
確
認
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
さ
ん
り
く
基
金

の
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
（
水
産
食
品
に
増
殖
す

る
微
生
物
に
関
す
る
研
究
）
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

【
薄
茶
色
の
微
生
物
の
種
類
の
同
定
】

　
ク
レ
ー
ム
品
（
試
料
Ａ
〜
Ｃ
）
に
認
め
ら
れ
た
薄
茶

色
の
微
生
物
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
培
地
（
食
塩
20
％
等

を
添
加
し
た
ポ
テ
ト
デ
キ
ス
ト
ロ
ー
ス
寒
天
培
地
）
を

用
い
て
調
製
し
た
純
粋
分
離
株
の
26
Ｓ
／
28
Ｓ 

ｒ
Ｒ
Ｎ
Ａ

遺
伝
子
解
析
を
行
っ
た
結
果
、
本
微
生
物
はW

allem
ia 

ichthyophaga

（
以
下
、
ワ
レ
ミ
ア
と
記
載
）
で
あ
る
と

同
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
ワ
レ
ミ
ア
は
、
塩
蔵
魚
、
塩
蔵

肉
、
干
し
コ
ン
ブ
、
海
外
の
塩
田
等
で
確
認
さ
れ
て
い

る
好
塩
・
好
乾
性
の
カ
ビ
で
あ
り
、
饅
頭
、
羊
か
ん
、

ジ
ャ
ム
等
の
糖
度
の
高
い
食
品
や
塩
干
魚
等
に
増
殖
す

るW
allem

ia sebi（
別
名
：
あ
ず
き
色
カ
ビ
）と
は
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
①
】

　
ワ
レ
ミ
ア
の
純
粋
分
離
株
を
Ｐ
Ｄ
Ａ
平
板
培
地
に
画

線
し
、
ガ
ス
バ
リ
ア
性
の
あ
る
パ
ウ
チ
用
袋
と
脱
酸
素

剤
を
使
用
し
て
、
４
つ
の
条
件
（
嫌
気
（
４
℃
、
27
℃
）、

好
気
（
４
℃
、
27
℃
））
に
て
28
日
間
培
養
し
た
結
果
、

好
気
条
件
下
で
は
ワ
レ
ミ
ア
が
増
殖
（
27
℃
で
顕
著
、

４
℃
で
軽
微
）
し
ま
し
た
が
、
脱
酸
素
剤
を
入
れ
た
嫌

気
条
件
下
で
は
全
く
増
殖
し
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
２
）。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
②
】

　
さ
ら
に
、
ワ
レ
ミ
ア
が
付
着
し
て
い
な
い
塩
蔵
ワ
カ

メ
（
約
１
３
０
ｇ
、
試
料
Ｇ
〜
Ｉ
）
と
ワ
レ
ミ
ア
が
付

着
し
た
塩
蔵
コ
ン
ブ
の
粉
砕
物
（
種
菌
と
し
て
約
13
ｇ
）

を
パ
ウ
チ
用
袋
に
詰
め
て
含
気
包
装
し
、
好
気
条
件
下

の
５
〜
10
℃
で
保
管
し
た
結
果
、
１･

５
〜
５
ヶ
月
間
で

複
数
の
薄
茶
色
の
視
認
で
き
る
微
生
物
が
発
生
し
、
遺

伝
子
解
析
に
よ
り
ワ
レ
ミ
ア
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
表

３
）。
一
方
、
脱
酸
素
剤
を
入
れ
た
嫌
気
条
件
下
で
は
ワ

レ
ミ
ア
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
令
和
６
年
産
塩
蔵
海
藻
の
ワ
レ
ミ
ア
の
発
生
状
況
】

　
令
和
４
〜
５
年
度
に
は
ワ
レ
ミ
ア
の
付
着
に
関
す
る

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
塩
蔵

コ
ン
ブ
（
表
１
の
試
料
Ａ
〜
Ｂ
）
で
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖

が
確
認
さ
れ
た
同
じ
漁
協
管
内
の
複
数
の
生
産
者
で
製

造
さ
れ
た
令
和
６
年
産
塩
蔵
ワ
カ
メ
の
切
葉
（
試
料
Ｄ

〜
Ｆ
）
に
お
い
て
、
約
３
年
ぶ
り
に
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖

事
例
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（
表
１
）。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
③
】

　
近
年
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
時
期
の
外
気
温
が
高
い
傾

向
に
あ
る
た
め
、
ワ
レ
ミ
ア
が
付
着
し
た
塩
蔵
ワ
カ
メ

（
試
料
Ｄ
〜
Ｅ
、
合
計
約
１
㎏
）
を
種
菌
と
し
て
、
当
所

で
冷
蔵
保
管
し
て
い
た
塩
蔵
ワ
カ
メ
（
約
５
㎏
、
芯
抜
・

芯
付
の
混
合
品
）
に
混
合
し
、
好
気
条
件
下
の
18
℃
で

保
管
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
10
日
間
の
保
管
で
は
薄
茶
色
の
微
生
物

の
増
殖
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
20
日
間
で
は

ワ
レ
ミ
ア
と
見
ら
れ
る
多
数
の
薄
茶
色
の
微
生
物
が
確

認
さ
れ
、
活
発
に
増
殖
し
て
い
る
様
子
が
実
体
顕
微
鏡

に
よ
り
観
察
さ
れ
ま
し
た
（
表
４
）。
よ
っ
て
、
18
℃
で

保
管
す
る
と
２
〜
３
週
間
で
ワ
レ
ミ
ア
が
急
激
に
増
殖

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
20
〜
30
℃
保
管
で
は
さ
ら
に
ワ

レ
ミ
ア
の
増
殖
は
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
結
果
よ
り
、
製
造
・
出
荷
・
入
札
・
搬
出
・
搬
入

ま
で
の
間
に
塩
蔵
海
藻
が
常
温
保
管
さ
れ
る
日
数
が
最

大
で
10
〜
14
日
間
程
度
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
ワ

レ
ミ
ア
や
そ
の
胞
子
が
付
着
し
て
い
れ
ば
塩
蔵
海
藻
の

製
造
か
ら
搬
入
ま
で
の
段
階
で
ワ
レ
ミ
ア
が
増
殖
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
安
全
性
】

　
ワ
レ
ミ
ア
の
食
中
毒
事
例
や
毒
素
生
成
に
関
す
る
研

究
知
見
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
誤
っ
て
食
べ
た
場
合

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
食
品
衛
生
法
第
６
条
（
病
原
微
生
物
に
よ
り
汚
染

さ
れ
、
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
人
の
健
康
を
損
な
う

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
）
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
販
売
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
製
造
中
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
①
】

　
ワ
レ
ミ
ア
は
高
塩
分
（
塩
分
18
〜
20
％
、
水
分
活
性

０･

７
５
〜
０･

７
６
）
の
塩
蔵
海
藻
に
も
増
殖
で
き
（
表

１
）、
日
本
国
内
で
も
海
水
・
土
壌
・
空
気
・
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
中
の
至
る
所
に
カ
ビ
や
胞
子
の
状
態
で
存
在
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。温
度
、水
分
、栄
養
素
、酸
素
、

pH
な
ど
の
条
件
が
適
合
す
る
と
ワ
レ
ミ
ア
は
増
殖
す
る

の
で
、
建
物
内
の
高
温
多
湿
お
よ
び
結
露
の
防
止
、
栄

養
と
な
る
ほ
こ
り
や
汚
れ
等
の
除
去
が
有
効
な
増
殖
防

止
対
策
で
あ
り
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
・
保
管
場
所
の
こ

ま
め
な
清
掃
と
換
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ワ
レ
ミ
ア
は
酸
素
が
な
い
嫌
気
条
件
下
で
は
増
殖
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ワ
レ
ミ
ア
が
仮
に

存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
増
殖
速
度
が
非
常
に
遅
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）。
そ
の
た
め
、
塩
蔵
海

藻
の
攪
拌
式
塩
漬
法
（「
し
お
ま
る
」
を
用
い
た
塩
漬
法
）

に
使
用
す
る
約
26
％
の
飽
和
食
塩
水
中
（
最
大
使
用
期

間
：
２
〜
４
日
間
程
度
）
や
、
従
来
の
振
り
塩
式
の
塩

漬
で
タ
ン
ク
内
に
生
じ
る
飽
和
濃
度
に
近
い
滲
出
液
中

（
最
大
使
用
期
間
：
１
〜
３
日
間
程
度
）
で
は
、
仮
に
ワ

レ
ミ
ア
や
そ
の
胞
子
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ワ

レ
ミ
ア
は
急
激
に
は
増
殖
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
製
造
中
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
②
】

　
令
和
６
年
は
切
葉
の
み
で
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
切
葉
は
、
芯
抜
作
業
等
で
葉
が
切
れ

た
も
の
（
先
枯
れ
・
元
葉
等
を
除
く
）
を
集
め
て
出
荷

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
芯
抜
・
芯
付
製
品
よ
り
も
常
温

保
管
日
数
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
10
℃
以
下
の
冷
蔵
保
管
で
は
ワ
レ
ミ
ア
の

増
殖
は
か
な
り
抑
制
さ
れ
る
た
め
（
表
２
）、
製
造
中
の

塩
蔵
海
藻
の
常
温
保
管
日
数
を
可
能
な
限
り
短
縮
化
す

る
こ
と
が
有
効
な
対
策
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
塩
蔵
海

藻
の
製
造
・
販
売
業
者
等
で
は
‒18
〜
‒10
℃
程
度
の
凍
結

し
な
い
状
態
で
の
低
温
保
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

温
度
帯
で
は
ワ
レ
ミ
ア
は
増
殖
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
販
売
時
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
】

　
塩
蔵
海
藻
の
個
包
装
製
品
の
賞
味
期
限
は
、
冷
蔵
で

２
〜
３
ヶ
月
間
程
度
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ワ
レ
ミ
ア

や
そ
の
胞
子
が
付
着
し
て
い
れ
ば
店
頭
販
売
時
や
購
入

後
の
冷
蔵
保
管
時
に
も
増
殖
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

真
空
包
装
や
脱
酸
素
剤
の
使
用
に
よ
る
嫌
気
条
件
下
で

の
冷
蔵
保
管
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
近
年
、
岩
手
県
沿
岸
で
は
、
春
先
の
外
気
温
と
海
水

温
が
高
い
状
態
が
継
続
し
て
お
り
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
・

出
荷
段
階
に
お
け
る
ワ
レ
ミ
ア
等
の
好
塩
性
微
生
物
の

増
殖
も
活
発
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
製
造
・
保
管

施
設
等
の
こ
ま
め
な
清
掃
と
換
気
の
徹
底
に
よ
り
ワ
レ

ミ
ア
の
混
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
塩
蔵
海
藻
の
常
温
保

管
日
数
の
短
縮
化
お
よ
び
個
包
装
製
品
の
嫌
気
条
件
下

で
の
冷
蔵
保
管
が
有
効
な
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖
防
止
対
策

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

表２　PDA培地によるワレミアの培養（28日目）の
　　　コロニーの発生状況

表１　ワレミアの増殖が確認された塩蔵海藻の
　　　水分・塩分・水分活性　

写真１　塩蔵海藻（左：コンブ、右：ワカメ）の
　　　　表面に増殖するWallemia ichthyophaga

試料

塩蔵コンブ（長切）
R3年産

塩蔵ワカメ（芯抜）
R3年産

塩蔵ワカメ（切葉）
R６年産

A

B

Ｃ

D

E

F

水分
（％）

67.30

65.40

56.65

56.89

55.93

58.19

19.62

18.92

17.79

17.81

16.35

19.19

0.784

0.798

0.756

0.760

0.772

0.758

塩分
（％）

水分
活性 備考

岩手産

培養28日目 

試料Ａ

試料Ｂ

試料Ｃ

※ ×印（増殖なし）、△（微量の増殖）、+++（画線部の全域で増殖）
　 を示す。
※ データ提供（東京海洋大学）

27℃好気

+++

+++

+++

27℃嫌気

×

×

×

4℃好気

△

△

△

4℃嫌気

×

×

×

表３　種菌入り塩蔵ワカメ（含気包装品）の冷蔵
　　　保管中の薄茶色のカビ様微生物の発生状況

保管期間（月数）

※ ワレミア様のコロニーが確認された試料（袋数）を示す。
※ 空欄はコロニーが確認されなかったことを示す。

保管条件

好気

嫌気

好気

嫌気

好気

嫌気

保管温度試料

10℃

5℃

5℃

G

H

I

 

塩蔵ワカメ

1 4

2

1

1

1.5 3

薄茶色のカビ様
微生物の発生（袋数）

5

表４　種菌入り塩蔵ワカメ（含気条件下）の18℃
　　　保管中の薄茶色のカビ様微生物の発生状況

※ ×印（増殖なし）、△（一部で増殖）、〇（全域で増殖）を示す。

保管期間（日数）

保管条件

好気

保管温度試料

18℃J 塩蔵ワカメ × △ ○

10 20

薄茶色のカビの
発生状況

30

　県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
湯
通
し
塩
蔵
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
に
増
殖
す
る
ワ
レ
ミ
ア
属
の
カ

ビ
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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【
は
じ
め
に
】

　
令
和
３
年
度
に
、
県
内
の
２
漁
協
か
ら
湯
通
し
塩
蔵

ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
（
以
下
、
塩
蔵
海
藻
と
記
載
）
の
葉

体
表
面
に
付
着
し
た
薄
茶
色
の
カ
ビ
様
微
生
物
に
関
す

る
相
談
が
３
件
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
同
様
の

報
告
事
例
等
は
見
ら
れ
ず
、
微
生
物
の
種
類
や
性
状
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
１
、
表
１
）。
そ
こ
で
、

利
用
加
工
部
で
は
東
京
海
洋
大
学
学
術
研
究
院
海
洋
生

物
資
源
学
部
門
の
小
林
武
志
教
授
と
寺
原
猛
准
教
授
に

協
力
い
た
だ
き
、
共
同
研
究
と
し
て
、
本
微
生
物
の
種

類
の
同
定
と
性
状
確
認
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
さ
ん
り
く
基
金

の
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
（
水
産
食
品
に
増
殖
す

る
微
生
物
に
関
す
る
研
究
）
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

【
薄
茶
色
の
微
生
物
の
種
類
の
同
定
】

　
ク
レ
ー
ム
品
（
試
料
Ａ
〜
Ｃ
）
に
認
め
ら
れ
た
薄
茶

色
の
微
生
物
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
培
地
（
食
塩
20
％
等

を
添
加
し
た
ポ
テ
ト
デ
キ
ス
ト
ロ
ー
ス
寒
天
培
地
）
を

用
い
て
調
製
し
た
純
粋
分
離
株
の
26
Ｓ
／
28
Ｓ 

ｒ
Ｒ
Ｎ
Ａ

遺
伝
子
解
析
を
行
っ
た
結
果
、
本
微
生
物
はW

allem
ia 

ichthyophaga

（
以
下
、
ワ
レ
ミ
ア
と
記
載
）
で
あ
る
と

同
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
ワ
レ
ミ
ア
は
、
塩
蔵
魚
、
塩
蔵

肉
、
干
し
コ
ン
ブ
、
海
外
の
塩
田
等
で
確
認
さ
れ
て
い

る
好
塩
・
好
乾
性
の
カ
ビ
で
あ
り
、
饅
頭
、
羊
か
ん
、

ジ
ャ
ム
等
の
糖
度
の
高
い
食
品
や
塩
干
魚
等
に
増
殖
す

るW
allem

ia sebi（
別
名
：
あ
ず
き
色
カ
ビ
）と
は
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
①
】

　
ワ
レ
ミ
ア
の
純
粋
分
離
株
を
Ｐ
Ｄ
Ａ
平
板
培
地
に
画

線
し
、
ガ
ス
バ
リ
ア
性
の
あ
る
パ
ウ
チ
用
袋
と
脱
酸
素

剤
を
使
用
し
て
、
４
つ
の
条
件
（
嫌
気
（
４
℃
、
27
℃
）、

好
気
（
４
℃
、
27
℃
））
に
て
28
日
間
培
養
し
た
結
果
、

好
気
条
件
下
で
は
ワ
レ
ミ
ア
が
増
殖
（
27
℃
で
顕
著
、

４
℃
で
軽
微
）
し
ま
し
た
が
、
脱
酸
素
剤
を
入
れ
た
嫌

気
条
件
下
で
は
全
く
増
殖
し
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
２
）。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
②
】

　
さ
ら
に
、
ワ
レ
ミ
ア
が
付
着
し
て
い
な
い
塩
蔵
ワ
カ

メ
（
約
１
３
０
ｇ
、
試
料
Ｇ
〜
Ｉ
）
と
ワ
レ
ミ
ア
が
付

着
し
た
塩
蔵
コ
ン
ブ
の
粉
砕
物
（
種
菌
と
し
て
約
13
ｇ
）

を
パ
ウ
チ
用
袋
に
詰
め
て
含
気
包
装
し
、
好
気
条
件
下

の
５
〜
10
℃
で
保
管
し
た
結
果
、
１･

５
〜
５
ヶ
月
間
で

複
数
の
薄
茶
色
の
視
認
で
き
る
微
生
物
が
発
生
し
、
遺

伝
子
解
析
に
よ
り
ワ
レ
ミ
ア
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
表

３
）。
一
方
、
脱
酸
素
剤
を
入
れ
た
嫌
気
条
件
下
で
は
ワ

レ
ミ
ア
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
令
和
６
年
産
塩
蔵
海
藻
の
ワ
レ
ミ
ア
の
発
生
状
況
】

　
令
和
４
〜
５
年
度
に
は
ワ
レ
ミ
ア
の
付
着
に
関
す
る

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
塩
蔵

コ
ン
ブ
（
表
１
の
試
料
Ａ
〜
Ｂ
）
で
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖

が
確
認
さ
れ
た
同
じ
漁
協
管
内
の
複
数
の
生
産
者
で
製

造
さ
れ
た
令
和
６
年
産
塩
蔵
ワ
カ
メ
の
切
葉
（
試
料
Ｄ

〜
Ｆ
）
に
お
い
て
、
約
３
年
ぶ
り
に
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖

事
例
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（
表
１
）。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
③
】

　
近
年
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
時
期
の
外
気
温
が
高
い
傾

向
に
あ
る
た
め
、
ワ
レ
ミ
ア
が
付
着
し
た
塩
蔵
ワ
カ
メ

（
試
料
Ｄ
〜
Ｅ
、
合
計
約
１
㎏
）
を
種
菌
と
し
て
、
当
所

で
冷
蔵
保
管
し
て
い
た
塩
蔵
ワ
カ
メ
（
約
５
㎏
、
芯
抜
・

芯
付
の
混
合
品
）
に
混
合
し
、
好
気
条
件
下
の
18
℃
で

保
管
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
10
日
間
の
保
管
で
は
薄
茶
色
の
微
生
物

の
増
殖
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
20
日
間
で
は

ワ
レ
ミ
ア
と
見
ら
れ
る
多
数
の
薄
茶
色
の
微
生
物
が
確

認
さ
れ
、
活
発
に
増
殖
し
て
い
る
様
子
が
実
体
顕
微
鏡

に
よ
り
観
察
さ
れ
ま
し
た
（
表
４
）。
よ
っ
て
、
18
℃
で

保
管
す
る
と
２
〜
３
週
間
で
ワ
レ
ミ
ア
が
急
激
に
増
殖

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
20
〜
30
℃
保
管
で
は
さ
ら
に
ワ

レ
ミ
ア
の
増
殖
は
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
結
果
よ
り
、
製
造
・
出
荷
・
入
札
・
搬
出
・
搬
入

ま
で
の
間
に
塩
蔵
海
藻
が
常
温
保
管
さ
れ
る
日
数
が
最

大
で
10
〜
14
日
間
程
度
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
ワ

レ
ミ
ア
や
そ
の
胞
子
が
付
着
し
て
い
れ
ば
塩
蔵
海
藻
の

製
造
か
ら
搬
入
ま
で
の
段
階
で
ワ
レ
ミ
ア
が
増
殖
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
安
全
性
】

　
ワ
レ
ミ
ア
の
食
中
毒
事
例
や
毒
素
生
成
に
関
す
る
研

究
知
見
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
誤
っ
て
食
べ
た
場
合

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
食
品
衛
生
法
第
６
条
（
病
原
微
生
物
に
よ
り
汚
染

さ
れ
、
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
人
の
健
康
を
損
な
う

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
）
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
販
売
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
製
造
中
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
①
】

　
ワ
レ
ミ
ア
は
高
塩
分
（
塩
分
18
〜
20
％
、
水
分
活
性

０･

７
５
〜
０･

７
６
）
の
塩
蔵
海
藻
に
も
増
殖
で
き
（
表

１
）、
日
本
国
内
で
も
海
水
・
土
壌
・
空
気
・
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
中
の
至
る
所
に
カ
ビ
や
胞
子
の
状
態
で
存
在
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。温
度
、水
分
、栄
養
素
、酸
素
、

pH
な
ど
の
条
件
が
適
合
す
る
と
ワ
レ
ミ
ア
は
増
殖
す
る

の
で
、
建
物
内
の
高
温
多
湿
お
よ
び
結
露
の
防
止
、
栄

養
と
な
る
ほ
こ
り
や
汚
れ
等
の
除
去
が
有
効
な
増
殖
防

止
対
策
で
あ
り
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
・
保
管
場
所
の
こ

ま
め
な
清
掃
と
換
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ワ
レ
ミ
ア
は
酸
素
が
な
い
嫌
気
条
件
下
で
は
増
殖
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ワ
レ
ミ
ア
が
仮
に

存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
増
殖
速
度
が
非
常
に
遅
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）。
そ
の
た
め
、
塩
蔵
海

藻
の
攪
拌
式
塩
漬
法
（「
し
お
ま
る
」
を
用
い
た
塩
漬
法
）

に
使
用
す
る
約
26
％
の
飽
和
食
塩
水
中
（
最
大
使
用
期

間
：
２
〜
４
日
間
程
度
）
や
、
従
来
の
振
り
塩
式
の
塩

漬
で
タ
ン
ク
内
に
生
じ
る
飽
和
濃
度
に
近
い
滲
出
液
中

（
最
大
使
用
期
間
：
１
〜
３
日
間
程
度
）
で
は
、
仮
に
ワ

レ
ミ
ア
や
そ
の
胞
子
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ワ

レ
ミ
ア
は
急
激
に
は
増
殖
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
製
造
中
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
②
】

　
令
和
６
年
は
切
葉
の
み
で
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
切
葉
は
、
芯
抜
作
業
等
で
葉
が
切
れ

た
も
の
（
先
枯
れ
・
元
葉
等
を
除
く
）
を
集
め
て
出
荷

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
芯
抜
・
芯
付
製
品
よ
り
も
常
温

保
管
日
数
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
10
℃
以
下
の
冷
蔵
保
管
で
は
ワ
レ
ミ
ア
の

増
殖
は
か
な
り
抑
制
さ
れ
る
た
め
（
表
２
）、
製
造
中
の

塩
蔵
海
藻
の
常
温
保
管
日
数
を
可
能
な
限
り
短
縮
化
す

る
こ
と
が
有
効
な
対
策
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
塩
蔵
海

藻
の
製
造
・
販
売
業
者
等
で
は
‒18
〜
‒10
℃
程
度
の
凍
結

し
な
い
状
態
で
の
低
温
保
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

温
度
帯
で
は
ワ
レ
ミ
ア
は
増
殖
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
販
売
時
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
】

　
塩
蔵
海
藻
の
個
包
装
製
品
の
賞
味
期
限
は
、
冷
蔵
で

２
〜
３
ヶ
月
間
程
度
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ワ
レ
ミ
ア

や
そ
の
胞
子
が
付
着
し
て
い
れ
ば
店
頭
販
売
時
や
購
入

後
の
冷
蔵
保
管
時
に
も
増
殖
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

真
空
包
装
や
脱
酸
素
剤
の
使
用
に
よ
る
嫌
気
条
件
下
で

の
冷
蔵
保
管
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
近
年
、
岩
手
県
沿
岸
で
は
、
春
先
の
外
気
温
と
海
水

温
が
高
い
状
態
が
継
続
し
て
お
り
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
・

出
荷
段
階
に
お
け
る
ワ
レ
ミ
ア
等
の
好
塩
性
微
生
物
の

増
殖
も
活
発
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
製
造
・
保
管

施
設
等
の
こ
ま
め
な
清
掃
と
換
気
の
徹
底
に
よ
り
ワ
レ

ミ
ア
の
混
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
塩
蔵
海
藻
の
常
温
保

管
日
数
の
短
縮
化
お
よ
び
個
包
装
製
品
の
嫌
気
条
件
下

で
の
冷
蔵
保
管
が
有
効
な
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖
防
止
対
策

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

表２　PDA培地によるワレミアの培養（28日目）の
　　　コロニーの発生状況

表１　ワレミアの増殖が確認された塩蔵海藻の
　　　水分・塩分・水分活性　

写真１　塩蔵海藻（左：コンブ、右：ワカメ）の
　　　　表面に増殖するWallemia ichthyophaga

試料

塩蔵コンブ（長切）
R3年産

塩蔵ワカメ（芯抜）
R3年産

塩蔵ワカメ（切葉）
R６年産

A

B

Ｃ

D

E

F

水分
（％）

67.30

65.40

56.65

56.89

55.93

58.19

19.62

18.92

17.79

17.81

16.35

19.19

0.784

0.798

0.756

0.760

0.772

0.758

塩分
（％）

水分
活性 備考

岩手産

培養28日目 

試料Ａ

試料Ｂ

試料Ｃ

※ ×印（増殖なし）、△（微量の増殖）、+++（画線部の全域で増殖）
　 を示す。
※ データ提供（東京海洋大学）

27℃好気

+++

+++

+++

27℃嫌気

×

×

×

4℃好気

△

△

△

4℃嫌気

×

×

×

表３　種菌入り塩蔵ワカメ（含気包装品）の冷蔵
　　　保管中の薄茶色のカビ様微生物の発生状況

保管期間（月数）

※ ワレミア様のコロニーが確認された試料（袋数）を示す。
※ 空欄はコロニーが確認されなかったことを示す。

保管条件

好気

嫌気

好気

嫌気

好気

嫌気

保管温度試料

10℃

5℃

5℃

G

H

I

 

塩蔵ワカメ

1 4

2

1

1

1.5 3

薄茶色のカビ様
微生物の発生（袋数）

5

表４　種菌入り塩蔵ワカメ（含気条件下）の18℃
　　　保管中の薄茶色のカビ様微生物の発生状況

※ ×印（増殖なし）、△（一部で増殖）、〇（全域で増殖）を示す。

保管期間（日数）

保管条件

好気

保管温度試料

18℃J 塩蔵ワカメ × △ ○

10 20

薄茶色のカビの
発生状況

30

　県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
湯
通
し
塩
蔵
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
に
増
殖
す
る
ワ
レ
ミ
ア
属
の
カ

ビ
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
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ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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2024年度漁協系統功労者表彰・令和６年度水産功績者表彰

【
功
績
の
内
容
】

　
三
田
地
和
彦
氏
は
、平
成
元
年
か
ら

小
本
浜
漁
業
協
同
組
合
の
参
事
と
し
て

組
合
長
を
支
え
漁
協
経
営
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、平
成
22
年
に
は
理
事
、平

成
25
年
に
は
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任

し
、こ
れ
ま
で
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た

経
験
と
知
見
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。東

日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
漁
船
や
給
油
施
設
、台
風
で
被
害
を

受
け
た
サ
ケ
孵
化
場
の
復
旧
に
尽
力
さ

れ
た
ほ
か
、人
手
不
足
に
対
応
し
た
定
置

網
漁
に
お
け
る
網
起
こ
し
作
業
の
効
率

化
や
、養
殖
昆
布
の
残
渣
等
を
使
用
し
た

ウ
ニ
の
畜
養
、産
直
施
設
を
通
じ
た
付
加

価
値
向
上
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

水
産
物
の
情
報
発
信
を
行
い
、地
域
水
産

業
の
振
興
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、漁
協
系
統
団
体
の
要
職
を
歴
任

し
、団
体
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
さ
れ
る

と
と
も
に
、漁
船
保
険
組
合
の
支
所
運
営

委
員
長
と
し
て
、保
険
事
業
等
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

養殖ワカメ種苗（種糸）の受渡しが行われました

漁
協
運
動
功
労
者
表
彰

水
産
功
績
者
表
彰

三
田
地

　和
彦 

氏

Ｊ
Ｆ
小
本
浜
　
代
表
理
事
組
合
長

日
本
漁
船
保
険
組
合
岩
手
県
支
所

　
運
営
委
員
長

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
岩
手
支
所 

　
運
営
委
員

岩
手
県
さ
け
・
ま
す
増
殖
協
会
　
理
事

岩
手
県
定
置
漁
業
協
会
　
理
事

種苗受渡しの様子

　ＪＦ全漁連の「2024年度漁協系統功労者」及び（一社）大日本水産会の「令和６年度水産功績
者」が決定し、ＪＦ小本浜・三田地代表理事組合長が同時受章されました。
　2024年度漁協系統功労者表彰の伝達については、令和６年11月20日（水）に東京都の如水会
館で開催された表彰式において挙行されました。

　
毎
年
、地
種
種
苗
を
基
本
に
安
定
的

な
受
給
調
整
に
努
め
て
い
る
岩
手
県
養

殖
わ
か
め
対
策
協
議
会（
金
野
義
雄
会

長
）で
は
、11
月
22
日（
金
）、新
お
お
つ
ち

漁
協
吉
里
吉
里
漁
港
の
荷
捌
き
所
に
お

い
て
、養
殖
ワ
カ
メ
種
苗（
種
糸
）の
受
渡

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、芽
出
し
が
良
好

で
種
苗
も
順
調
に
確
保
さ
れ
、昨
年
よ
り

約
１
週
間
早
い
受
渡
し
と
な
り
５
１
，０

０
０
ｍ（
計
１
７
０
枚
）が
供
給
さ
れ
ま
し

た（
前
年
度
対
85
％
）。
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【
は
じ
め
に
】

　
令
和
３
年
度
に
、
県
内
の
２
漁
協
か
ら
湯
通
し
塩
蔵

ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
（
以
下
、
塩
蔵
海
藻
と
記
載
）
の
葉

体
表
面
に
付
着
し
た
薄
茶
色
の
カ
ビ
様
微
生
物
に
関
す

る
相
談
が
３
件
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
同
様
の

報
告
事
例
等
は
見
ら
れ
ず
、
微
生
物
の
種
類
や
性
状
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
１
、
表
１
）。
そ
こ
で
、

利
用
加
工
部
で
は
東
京
海
洋
大
学
学
術
研
究
院
海
洋
生

物
資
源
学
部
門
の
小
林
武
志
教
授
と
寺
原
猛
准
教
授
に

協
力
い
た
だ
き
、
共
同
研
究
と
し
て
、
本
微
生
物
の
種

類
の
同
定
と
性
状
確
認
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
さ
ん
り
く
基
金

の
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
（
水
産
食
品
に
増
殖
す

る
微
生
物
に
関
す
る
研
究
）
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

【
薄
茶
色
の
微
生
物
の
種
類
の
同
定
】

　
ク
レ
ー
ム
品
（
試
料
Ａ
〜
Ｃ
）
に
認
め
ら
れ
た
薄
茶

色
の
微
生
物
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
培
地
（
食
塩
20
％
等

を
添
加
し
た
ポ
テ
ト
デ
キ
ス
ト
ロ
ー
ス
寒
天
培
地
）
を

用
い
て
調
製
し
た
純
粋
分
離
株
の
26
Ｓ
／
28
Ｓ 

ｒ
Ｒ
Ｎ
Ａ

遺
伝
子
解
析
を
行
っ
た
結
果
、
本
微
生
物
はW

allem
ia 

ichthyophaga

（
以
下
、
ワ
レ
ミ
ア
と
記
載
）
で
あ
る
と

同
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
ワ
レ
ミ
ア
は
、
塩
蔵
魚
、
塩
蔵

肉
、
干
し
コ
ン
ブ
、
海
外
の
塩
田
等
で
確
認
さ
れ
て
い

る
好
塩
・
好
乾
性
の
カ
ビ
で
あ
り
、
饅
頭
、
羊
か
ん
、

ジ
ャ
ム
等
の
糖
度
の
高
い
食
品
や
塩
干
魚
等
に
増
殖
す

るW
allem

ia sebi（
別
名
：
あ
ず
き
色
カ
ビ
）と
は
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
①
】

　
ワ
レ
ミ
ア
の
純
粋
分
離
株
を
Ｐ
Ｄ
Ａ
平
板
培
地
に
画

線
し
、
ガ
ス
バ
リ
ア
性
の
あ
る
パ
ウ
チ
用
袋
と
脱
酸
素

剤
を
使
用
し
て
、
４
つ
の
条
件
（
嫌
気
（
４
℃
、
27
℃
）、

好
気
（
４
℃
、
27
℃
））
に
て
28
日
間
培
養
し
た
結
果
、

好
気
条
件
下
で
は
ワ
レ
ミ
ア
が
増
殖
（
27
℃
で
顕
著
、

４
℃
で
軽
微
）
し
ま
し
た
が
、
脱
酸
素
剤
を
入
れ
た
嫌

気
条
件
下
で
は
全
く
増
殖
し
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
２
）。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
②
】

　
さ
ら
に
、
ワ
レ
ミ
ア
が
付
着
し
て
い
な
い
塩
蔵
ワ
カ

メ
（
約
１
３
０
ｇ
、
試
料
Ｇ
〜
Ｉ
）
と
ワ
レ
ミ
ア
が
付

着
し
た
塩
蔵
コ
ン
ブ
の
粉
砕
物
（
種
菌
と
し
て
約
13
ｇ
）

を
パ
ウ
チ
用
袋
に
詰
め
て
含
気
包
装
し
、
好
気
条
件
下

の
５
〜
10
℃
で
保
管
し
た
結
果
、
１･

５
〜
５
ヶ
月
間
で

複
数
の
薄
茶
色
の
視
認
で
き
る
微
生
物
が
発
生
し
、
遺

伝
子
解
析
に
よ
り
ワ
レ
ミ
ア
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
表

３
）。
一
方
、
脱
酸
素
剤
を
入
れ
た
嫌
気
条
件
下
で
は
ワ

レ
ミ
ア
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
令
和
６
年
産
塩
蔵
海
藻
の
ワ
レ
ミ
ア
の
発
生
状
況
】

　
令
和
４
〜
５
年
度
に
は
ワ
レ
ミ
ア
の
付
着
に
関
す
る

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
塩
蔵

コ
ン
ブ
（
表
１
の
試
料
Ａ
〜
Ｂ
）
で
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖

が
確
認
さ
れ
た
同
じ
漁
協
管
内
の
複
数
の
生
産
者
で
製

造
さ
れ
た
令
和
６
年
産
塩
蔵
ワ
カ
メ
の
切
葉
（
試
料
Ｄ

〜
Ｆ
）
に
お
い
て
、
約
３
年
ぶ
り
に
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖

事
例
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（
表
１
）。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
性
状
確
認
試
験
③
】

　
近
年
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
時
期
の
外
気
温
が
高
い
傾

向
に
あ
る
た
め
、
ワ
レ
ミ
ア
が
付
着
し
た
塩
蔵
ワ
カ
メ

（
試
料
Ｄ
〜
Ｅ
、
合
計
約
１
㎏
）
を
種
菌
と
し
て
、
当
所

で
冷
蔵
保
管
し
て
い
た
塩
蔵
ワ
カ
メ
（
約
５
㎏
、
芯
抜
・

芯
付
の
混
合
品
）
に
混
合
し
、
好
気
条
件
下
の
18
℃
で

保
管
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
10
日
間
の
保
管
で
は
薄
茶
色
の
微
生
物

の
増
殖
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
20
日
間
で
は

ワ
レ
ミ
ア
と
見
ら
れ
る
多
数
の
薄
茶
色
の
微
生
物
が
確

認
さ
れ
、
活
発
に
増
殖
し
て
い
る
様
子
が
実
体
顕
微
鏡

に
よ
り
観
察
さ
れ
ま
し
た
（
表
４
）。
よ
っ
て
、
18
℃
で

保
管
す
る
と
２
〜
３
週
間
で
ワ
レ
ミ
ア
が
急
激
に
増
殖

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
20
〜
30
℃
保
管
で
は
さ
ら
に
ワ

レ
ミ
ア
の
増
殖
は
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
結
果
よ
り
、
製
造
・
出
荷
・
入
札
・
搬
出
・
搬
入

ま
で
の
間
に
塩
蔵
海
藻
が
常
温
保
管
さ
れ
る
日
数
が
最

大
で
10
〜
14
日
間
程
度
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
ワ

レ
ミ
ア
や
そ
の
胞
子
が
付
着
し
て
い
れ
ば
塩
蔵
海
藻
の

製
造
か
ら
搬
入
ま
で
の
段
階
で
ワ
レ
ミ
ア
が
増
殖
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
ワ
レ
ミ
ア
の
安
全
性
】

　
ワ
レ
ミ
ア
の
食
中
毒
事
例
や
毒
素
生
成
に
関
す
る
研

究
知
見
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
誤
っ
て
食
べ
た
場
合

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
食
品
衛
生
法
第
６
条
（
病
原
微
生
物
に
よ
り
汚
染

さ
れ
、
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
人
の
健
康
を
損
な
う

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
）
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
販
売
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
製
造
中
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
①
】

　
ワ
レ
ミ
ア
は
高
塩
分
（
塩
分
18
〜
20
％
、
水
分
活
性

０･

７
５
〜
０･

７
６
）
の
塩
蔵
海
藻
に
も
増
殖
で
き
（
表

１
）、
日
本
国
内
で
も
海
水
・
土
壌
・
空
気
・
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
中
の
至
る
所
に
カ
ビ
や
胞
子
の
状
態
で
存
在
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。温
度
、水
分
、栄
養
素
、酸
素
、

pH
な
ど
の
条
件
が
適
合
す
る
と
ワ
レ
ミ
ア
は
増
殖
す
る

の
で
、
建
物
内
の
高
温
多
湿
お
よ
び
結
露
の
防
止
、
栄

養
と
な
る
ほ
こ
り
や
汚
れ
等
の
除
去
が
有
効
な
増
殖
防

止
対
策
で
あ
り
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
・
保
管
場
所
の
こ

ま
め
な
清
掃
と
換
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ワ
レ
ミ
ア
は
酸
素
が
な
い
嫌
気
条
件
下
で
は
増
殖
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ワ
レ
ミ
ア
が
仮
に

存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
増
殖
速
度
が
非
常
に
遅
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）。
そ
の
た
め
、
塩
蔵
海

藻
の
攪
拌
式
塩
漬
法
（「
し
お
ま
る
」
を
用
い
た
塩
漬
法
）

に
使
用
す
る
約
26
％
の
飽
和
食
塩
水
中
（
最
大
使
用
期

間
：
２
〜
４
日
間
程
度
）
や
、
従
来
の
振
り
塩
式
の
塩

漬
で
タ
ン
ク
内
に
生
じ
る
飽
和
濃
度
に
近
い
滲
出
液
中

（
最
大
使
用
期
間
：
１
〜
３
日
間
程
度
）
で
は
、
仮
に
ワ

レ
ミ
ア
や
そ
の
胞
子
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ワ

レ
ミ
ア
は
急
激
に
は
増
殖
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
製
造
中
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
②
】

　
令
和
６
年
は
切
葉
の
み
で
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
切
葉
は
、
芯
抜
作
業
等
で
葉
が
切
れ

た
も
の
（
先
枯
れ
・
元
葉
等
を
除
く
）
を
集
め
て
出
荷

さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
芯
抜
・
芯
付
製
品
よ
り
も
常
温

保
管
日
数
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
10
℃
以
下
の
冷
蔵
保
管
で
は
ワ
レ
ミ
ア
の

増
殖
は
か
な
り
抑
制
さ
れ
る
た
め
（
表
２
）、
製
造
中
の

塩
蔵
海
藻
の
常
温
保
管
日
数
を
可
能
な
限
り
短
縮
化
す

る
こ
と
が
有
効
な
対
策
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
塩
蔵
海

藻
の
製
造
・
販
売
業
者
等
で
は
‒18
〜
‒10
℃
程
度
の
凍
結

し
な
い
状
態
で
の
低
温
保
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

温
度
帯
で
は
ワ
レ
ミ
ア
は
増
殖
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
塩
蔵
海
藻
の
販
売
時
の
ワ
レ
ミ
ア
対
策
】

　
塩
蔵
海
藻
の
個
包
装
製
品
の
賞
味
期
限
は
、
冷
蔵
で

２
〜
３
ヶ
月
間
程
度
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ワ
レ
ミ
ア

や
そ
の
胞
子
が
付
着
し
て
い
れ
ば
店
頭
販
売
時
や
購
入

後
の
冷
蔵
保
管
時
に
も
増
殖
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

真
空
包
装
や
脱
酸
素
剤
の
使
用
に
よ
る
嫌
気
条
件
下
で

の
冷
蔵
保
管
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
近
年
、
岩
手
県
沿
岸
で
は
、
春
先
の
外
気
温
と
海
水

温
が
高
い
状
態
が
継
続
し
て
お
り
、
塩
蔵
海
藻
の
製
造
・

出
荷
段
階
に
お
け
る
ワ
レ
ミ
ア
等
の
好
塩
性
微
生
物
の

増
殖
も
活
発
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
製
造
・
保
管

施
設
等
の
こ
ま
め
な
清
掃
と
換
気
の
徹
底
に
よ
り
ワ
レ

ミ
ア
の
混
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
塩
蔵
海
藻
の
常
温
保

管
日
数
の
短
縮
化
お
よ
び
個
包
装
製
品
の
嫌
気
条
件
下

で
の
冷
蔵
保
管
が
有
効
な
ワ
レ
ミ
ア
の
増
殖
防
止
対
策

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

表２　PDA培地によるワレミアの培養（28日目）の
　　　コロニーの発生状況

表１　ワレミアの増殖が確認された塩蔵海藻の
　　　水分・塩分・水分活性　

写真１　塩蔵海藻（左：コンブ、右：ワカメ）の
　　　　表面に増殖するWallemia ichthyophaga
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※ ×印（増殖なし）、△（微量の増殖）、+++（画線部の全域で増殖）
　 を示す。
※ データ提供（東京海洋大学）
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表３　種菌入り塩蔵ワカメ（含気包装品）の冷蔵
　　　保管中の薄茶色のカビ様微生物の発生状況

保管期間（月数）

※ ワレミア様のコロニーが確認された試料（袋数）を示す。
※ 空欄はコロニーが確認されなかったことを示す。
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表４　種菌入り塩蔵ワカメ（含気条件下）の18℃
　　　保管中の薄茶色のカビ様微生物の発生状況

※ ×印（増殖なし）、△（一部で増殖）、〇（全域で増殖）を示す。
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